
 

 

 

 

    

  

 

『第３回 全苗連生産者の集い』が 9月 7日（木）から８日（金）の二日間、福岡県福岡市をメイン会場に盛大に 

開催されました。 

開催に当たり、ご尽力いただいた皆様に感謝申し上げ、その内容を次のとおり報告いたします。 

【生産者の集い】 （初日の 9月 7日開催） 

福岡市中央区天神にある「都久志会館」ホールに３４４名が集い、栗原渉福岡県樹苗農業協同組合代表理事組

合長が開会のことばを述べ、主催者を代表して岸紘治全苗連会長による挨拶、福岡県服部誠太郎副知事の歓迎

の挨拶に続き、ご来賓を代表して沖修司林野庁長官並びに佐藤重芳全国森林組合連合会会長から祝辞を受け

た後、全国山林苗畑品評会・山林種苗等生産事業功労者の表彰が行われ、４６名の方が表彰されました(表彰者

名は[別添 1]参照)。受賞者を代表して、全国山林苗畑品評会で農林水産大臣賞を受賞された福岡県樹苗農業

協同組合さしすぎ部会代表佐藤和正さんが謝辞を述べました。 

第 2部は、講演並びに九州の生産者４名による生産者状況報告が行われました。講演は、「次世代抵抗性マツ

の開発について」の演題で福岡県農林総合試験場資源活用研究センター森林林業部研究員の宮原文彦氏が行

い、続いて熊本県の石松要一郞氏（(有)石松樹苗園代表取締役）から「生産拡大のための省力生産について」、大

分県の穴井豊水氏から「大分県樹苗生産農業協同組合の苗木生産の現状と課題」、最後に宮崎県の林田嘉昭、

泰代夫妻から「スギコンテナ苗の増産に向けた取り組み」というタイトルでの報告が行われ、生産者の現状、抱える

問題点等々生の声が発信されました。 

次に、全国の苗木生産者が一堂に会したことを一層有意義なものとし、関係方面に広くアピールしていくために、 

生産者の集いの決議文を採択することになり、原案を古賀福岡県樹苗農業協同組合副組合長が読み上げ、満 

場一致で採択されました。（[別添２]） 

続いて、次期開催地の岡山県への引き継ぎが行われ、全苗連旗が栗原組合長から難波芳英岡山県山林種苗

協同組合理事長へしっかりと手渡されました。 

最後に、全苗連冨澤修一副会長より閉会のことばがあり、第３回全苗連生産者の集いは盛会裏に終了しました。 

 

また、同日午後６時からは、沢山のご来賓にも出席していただき、「天神スカイホール」において情報交換会が 

和やかにそして温かに開催されました。 
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全苗連生産者の集い 福岡で盛大に開催されました 

46名を表彰・講演及び生産者状況報告・決議文の採択などを実施 



 

【全苗連生産者の集い・視察旅行（福岡県内）】 （翌日の 9月８日に実施） 

翌日は、生産現地を中心に視察するコースと福岡の歴史、景観等に触れ合うコースに分かれての視察旅行 

が行われ、福岡への理解が一層深まる一日となりました。 

 

  

    栗原渉福岡県苗組組合長開会の挨拶       生産者状況報告（写真は宮崎県の林田嘉昭、泰代夫妻） 

 

   

情報交換会 岸紘治全苗連会長挨拶          情報交換会（写真は、沖修司林野庁長官、佐藤 

重芳全国森林組合連合会会長、岸会長） 

 

           生産現地視察の様子 

 

 

 



 

 [別添 1] 

平成 28年度 全国山林苗畑品評会 受賞者名簿 

【農林水産大臣賞】 （6名）   注１；順不同 注２：*コンテナ苗(以下同) 

有限会社 安藤苗圃 様 （北海道）                  石川 政道 様 （栃木県）*                      

豆原 寛一 様 （岡山県）*                       山﨑 純平 様 （高知県）*                      

福岡県樹苗農業協同組合サシスギ部会 様 （福岡県）     林田 喜昭 様 (宮崎県) 

 

【林野庁長官賞】 （18名）   

        札幌農林株式会社 様 （北海道）                       今野 俊朗 様 （岩手県）                  

伊藤 邦彦 様 (岩手県)    名取市海岸林再生の会 様 （宮城県）*                             

黒澤 良勝 様 （秋田県）*  長嶺 忠和 様 （福島県）*    笹嶋 清勝 様 （茨城県）             

大森 龍一 様 （茨城県）   野口 良市 様 （栃木県）*    岩田 好雄 様 （群馬県）             

菅沢 和博 様 (長野県)*   田山 久 様 （三重県）                                             

株式会社山一本店 瀬古 伸一郎 様 （和歌山県）*       岸本 勝 様 （岡山県）                  

古本 啓之 様 （広島県）    新田 逹也 様 （徳島県）*   武知 明 様 （愛媛県）               

日高 康弘 様 （大分県） 

  

【全苗連会長賞】 （6名）   

  黒澤 良勝 様 （秋田県）  山口 富治 様 （神奈川県）  久保 拓人 様 （和歌山県） 

      林 唯雄 様 （広島県）    芳坂 祐治 様 （熊本県）*   遠見 義隆 様 （鹿児島県） 

 

 

平成 29年度 山林種苗等生産事業功労者 受賞者名簿 

【林野庁長官賞】 （８名）   注；順不同（以下同） 

    菊地 孝男 様 （岩手県） 野口 良市 様 （栃木県） 畠山 富夫 様 （新潟県） 

 廣瀬 一正 様 （山梨県） 中村 健一郎 様 （長野県） 大杉 好基 様 （静岡県） 

 古賀 守 様 （福岡県）     梅木 正賀 様 （大分県） 

 

【全苗連会長賞】 （8名） 

   尾田 美敬 様 （北海道） 高橋 優一 様 （秋田県） 五十嵐 栄一 様 （新潟県） 

 佐野 芳弘 様 （静岡県） 平尾 忠 様 （広島県）   新田 逹也 様 （徳島県） 

 大竹 哲也 様 （愛媛県） 津田 浩昭 様 （熊本県） 

 

 

 



 

[別添 2] 

✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼    全苗連生産者の集い決議    ✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼ 

第３回全苗連生産者の集い決議文 

 

我々、全苗連の苗木生産者は、これまで長期にわたり苗木需要量が減少の一途を辿るという厳

しい経営環境下で、また、過疎や生産者の高齢化が進展する中山間地にあって、苗木生産を続

け、安定供給への大きな使命を果たしてきた。 

我が国の森林林業を取り巻く状況は、木材等の生産活動を通じて森林の有する多面的機能の維

持発揮に寄与する一方で、木材価格の下落等の厳しい状況が続いてきた。 

このような中で、施業の集約化や林業労働力の確保・育成等に向けた取り組みが進められ、近

年は、国産材の生産量の増加、木材自給率の上昇等、林業や木材産業に明るい兆しが見えつつあ

る。 

国産材の生産量の増加による主伐面積の増加は、即ち人工林伐採後の再造林面積の増加を意味

している。これに伴い苗木需要量が拡大すると見込まれている中で、伐採と造林の一貫作業シス

テム推進のためのコンテナ苗の生産増大、花粉症対策苗木の供給拡大、優良品種の開発、早生樹

種の導入など苗木生産に係る期待が高まっている。 

このような状況を踏まえ、我々、全苗連の苗木生産者は、これまでの経験・実績・技術に基づ

き、品質の保証された優れた苗木の安定供給に大きな使命を担っているところであり、行政機関

による苗木需要量の見通しや需給情報の共有、苗木の予約生産・委託生産の推進と苗木生産施設

の整備や苗木生産の元となる種子・穂木の安定供給体制の整備及び苗木生産者の育成強化につい

て国のさらなる支援を求めるとともに、後継者育成に務め、かつ、育苗技術等の向上を目指して

いく所存である。 

我々、全苗連の苗木生産者は、本日ここに次の事項の実現について強く要望する。 

 

一 主伐後の再造林等に必要な森林整備費の確保 

一 苗木需給量の見通し及び需給情報の共有並びに苗木の予約生産・委託生産体制の推進 

一 苗木生産の元となる種子・穂木の安定供給体制の整備 

一 コンテナ苗生産に適した品種や優良品種の開発並びに生産技術の開発推進 

一 コンテナ苗生産施設整備支援の促進 

一 苗木生産者事業者及び団体の調和のとれた育成強化 

 

平成２９年９月７日 

 

✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼✼ 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 林田善昭様におかれましては、全苗連主催の苗畑品評会において農林水産大臣賞を受賞され、「全苗連生 

産者の集い」の式典会場で賞状の授与が行われたところですが、この度、第５６回農林水産祭において天皇杯を 

受賞されることとなりました。重ねましての受賞に、こころよりお祝い申し上げます。 

なお、賞状の授与は、１１月２３日（木）明治神宮会館において開催される「第５６回農林水産祭」の式典会場で 

行われます 

 

 

 

 

 

 

   滋賀県山林種苗協同組合より９月１日付けで全苗連への加入申請があったところですが、全苗連定款第９条の

定めにより、９月７日に開催された全苗連第２回理事会において加入が承諾されました。 

滋賀県においては、平成１０年に解散しました「滋賀県樹苗生産農業協同組合」以後、約２０年近く山林種苗生

産者の組織する団体がなかったところですが、滋賀県の森林・林業成長化を支え、全国に遅れている山林種苗生

産の成長と発展のため新しい形での再スタートとなったとのことです。 

全苗連といたしましては、新たな会員をお迎えしとても喜んでいるところです。全国の全苗連会員の皆様におか

れましても、新たな仲間をよろしくお願いいたします。 

滋賀県山林種苗協同組合の住所等 

      〒528-0208滋賀県甲賀市土山町黒川 1588番地 

        代表理事（理事長）  宮城 定右衛門 

         電話(当分の間) 090-5881-5842 

         Fax（ 〃 ）    077-558-0712 

 

 

 

 

全苗連・苗組の行事予定 

 

～H３０．３ ①コンテナ苗生産未経験者を対象とした研修会 ②コンテナ苗生産新規参入者を対象とした 

研修会 ③コンテナ苗生産経験者を対象とした巡回指導等    実施者；該当道県苗組  

１０月２４日 全国経済事業協同組合連合会懇談会（東京都新宿区あけぼのクラブ） 

 

宮崎県の林田喜昭氏が第５６回農林水産祭において 

天 皇 杯 を受賞されました 

滋賀県山林種苗協同組合が全苗連に加入しました 



 

１０月２４日 国立研究開発法人森林研究・整備機構森林総合研究所公開講演会（ヤクルトホール） 

１０月３０日 全国森林組合連合会代表者大会（砂防会館） 

１１月 ７日 東海・北陸地区林業用種苗及び緑化木需給調整協議会（愛知県自治センター） 

１１月１０日 全苗連関東地区協議会（青梅市 東京都森林事務所） 

１１月１３日 北海道東北地区林業用種苗需給調整協議会（山形国際ホテル） 

１１月１６日 九州地区林業用種苗需給調整協議会（福岡市 福岡西総合庁舎） 

１１月１７日 九州苗連協議会総会（福岡市 天神 NKビル） 

１１月２１日 近畿地区林業用優良種苗需給調整協議会（三重県合同ビル） 

１１月２３日 第５６回農林水産祭（明治神宮会館） 

１２月 １日 中国地区林業用種苗需給調整協議会（岡山市 ホテルメルパルクＯＫＡＹＡＭＡ） 

１２月 １日 中国地区山林種苗組合協議会（岡山県） 

１２月２１日 四国地区林業用種苗需給調整協議会（高知会館） 

１２月２２日 四国地区林業用種苗現地研修会（高知県内） 

２月調整中 関東地区林業用種苗需給調整協議会（群馬県） 

２月１６日 林木育種事業発足６０周年記念行事（森林総合研究所林木育種センター） 

 

 


